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論文完成まで

 春 主題変更のため、本を読む。物語論、目録学等 公務員試験の勉強

 夏休み 資格取得（司書）

 秋 先輩の勉強会、中間発表を聞く。本読む。

 冬 就活始める。
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論文完成まで

 3～5月 題材の模索＆決定→『嫉妬について』、就活

 5～6月 先行研究を読む 心理学・社会学・文学

 7月 先行研究のまとめ、問題点のあぶり出し

 8～9月 ネタ、資料の整理。

部分ごとに書いてみる。書けるものから。断片的。

 10月 体系的に並べてみる。目次の仮作成。勉強会への参加、中間発表

 11～12月 清書

 1月 最終チェック。要旨の作成。修論発表。
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ツール紹介

できる限り、ネット上やお茶大図書館HP、お茶大で情報を
得るために

・自分に必要なデータベースの名称、所在を知る
・データベースで得た情報を、ILLの利用に繋ぐ

の紹介を行う。



出来る限りネット上、お茶大で収集したい

 データベース、データリソースの活用

→役立つサイトのまとめページ

 ILLの活用

→NDLやその他機関に出向かなくても大学で借りられる



データベース、データリソースの活用

・使用頻度の高い参考書が
載っているため、図書館に出
向かなくても情報の入手が可
能。

・館内使用のものはCD−ROM版
のため、容易に検索が可能。



CiNiiBooks→ILLの利用

CiNiiBooks

大学図書館の本を探す

他大学所蔵図書の取り寄せが可能

メリット

・図書館で受け取りが可能

・館外へ持ち出し可能なものも有 (NDLは館内利用のみ)

・全学年使用可

・紹介状がいらない

・交通費より安いかも…？

デメリット

・郵送料(片道分)がかかる

・取り寄せまでに時間がかかる

・先方の図書館によって、期間や持ち出しの制限があることも



検索式の紹介

効率的な情報検索を行うために

・AND検索、OR検索、NOT検索の基本的な検索式
・CiNiiの絞り込み検索によって、web上で得られる論文の
み表示させる方法

の紹介を行う。



AND検索＝どちらの単語も含まれる

〇〇[半角スペース]AND[半角スペース]●●

スペースのみでも可

Ex:アメリカ␣AND␣政党



OR検索＝どちらかが含まれる

〇〇[半角スペース]OR[半角スペース]●●

単語の間に｜でも可

広範囲に検索をかける

Ex:米国 OR アメリカ



NOT検索＝除外する

〇〇[半角スペース]NOT[半角スペース]●●
単語の直前に半角ハイフンｰでも可

さらに絞った検索方法
関連度が高いワードを除外する



CiNii Articlesの場合



CiNii Articlesの場合



CiNii Articlesの場合 絞り込み検索



他での検索式の使用

 Yahoo!、Google等の検索エンジンでの使用可能。

 検索エンジンによって使える記号が異なる場合がある。ORか｜か等。

ヘルプページをチェック。その他❝❞、＊、等の使い方も載っている。



Wordの機能紹介

目次の作り方、注のつけ方の一例を紹介する。
（実際にWordを使用して説明したため、スライドなし）



ご清聴ありがとうございました


